
■遠賀川や支川庄司川において、平成30年7月豪雨で内水による浸水被害が発生。令和2年7月に「庄司川総合内水対策計
画」を策定し、国、福岡県、飯塚市が連携して総合的な内水対策を促進。

■遠賀川の河道掘削及び庄司川排水機場を増設し、浸水被害軽減を図る。

庄司川総合内水対策計画【直轄】（遠賀川直轄河川改修事業） 河川－１完成

事業費：2,032百万円

※遠賀川水系における直轄河川
改修事業の令和6年度事業費を
記載しています。

■令和６年度実施内容
排水機場増設 一式
河道掘削 V=10千m3

熊本県

大分県

佐賀県

福岡県

遠
賀
川

松
浦
川

筑後川

矢部川

嘉
瀬
川

菊地川

福岡県飯塚市柳橋地先外
いいづかし やなぎばし

庄司川排水機場増設
（既設15m3/s＋増設5m3/s）

庄司川

H30出水浸水範囲

庄司川排水機場(現況)

河道掘削

しょうしがわお ん が が わ

し ょ う し が わ

A
A‘

位置図

▼庄司川排水機場増設



＜前回評価時の整備予
定箇所＞

大石地区

（筑後川総合水系環境整備事業） 河川－２

事業費：１１４百万円

※事業費：当該年度の事業費を記載しています。

完成

■大石地区では令和2年3月にかわまちづくり計画が登録され、地域住民やうきは市とともに、筑後川とまちが一体なっ
た水辺空間の整備を進めることで、筑後川の豊かな自然環境や雄大な景観、国民保養温泉地である筑後川温泉をはじめ
とする地域資源の魅力をつなぎ、新たなアメニティー空間を創出し、地域の活性化を図る。

【位置図】
整備範囲

筑後川水系

令和６年度実施内容

管理用通路、護岸

凡 例
□：国整備
■： R6国整備
□：市整備

お お い し

大石地区水辺整備事業【直轄】



■筑後川水系巨瀬川では、令和5年７月豪雨により管理区間各所で越水氾濫が生じ、甚大な被害が発生した。
■このことから、緊急対策特定区間を指定し、緊急的に河道掘削や築堤等の河川整備を実施することにより、

浸水被害の軽減を図る。

巨瀬川緊急治水対策事業【直轄】 河川－３

事業費：4,349百万円

継続

国管理区間

緊急対策特定区間（巨瀬川5k500～10k000）

凡 例

：浸水範囲（R5.7豪雨）

：河道掘削、築堤

：樋門・樋管（7箇所）

：橋梁改築（3箇所）

位置図

牧上原地区
まきかみはる

令和5年7月豪雨

▲巨瀬川4k000付近の浸水状況

大橋小学校

▲巨瀬川左岸1k000～2k000付近の浸水状況

令和５年７月豪雨の状況

■令和６年度実施内容
橋梁改築 1基
樋門・樋管改築 1基
築堤 L=300ｍ等

※筑後川水系における直轄河川改修事業の
令和６年度事業費 を記載しています。

庄の前橋 庄の前橋

こ せ が わ （筑後川直轄河川改修事業）

（緊急対策特定区間）



■佐賀導水路は、近年、不具合が頻繁に発生していることから、出水時において安定的に施設機能が発揮できないおそ
れがあるため、施設の抜本的改良、高度化及び耐震対策を行うための堰堤改良事業に着手し、信頼性・効率化等の向
上を図る。

佐賀導水路老朽化･耐震対策事業【直轄】（佐賀導水路 堰堤改良事業） 河川－４

事業費：６４百万円

新規着手

佐賀導水路
巨勢川ポンプ場(東渕系)

ガスタービンエンジン（既設）

筑後川吐出樋菅

ポンプ更新設計（東渕系）

耐震対策設計（筑後川吐出樋管）

巨勢川調整池

令和６年度実施内容
巨勢川調整池及びポンプ更新設計 １式
耐震対策設計 １式

ひがしぶち

ひがしぶち

こ せ が わ

こ せ が わ

こ せ が わ

※事業費：当該年度の事業費
を記載しています。



六角川水系河川激甚災害対策特別緊急事業【直轄】 河川－５完成

■令和元年８月豪雨では、六角川水系牛津川において観測史上最高水位を記録し、水系各地で洪水氾濫による、甚大な

被害が発生した。

■六角川激甚災害特別緊急事業より河道掘削、排水機場増強、遊水地整備等を実施することで、浸水被害軽減を図る。

C`

▲写真③：六角川流域浸水状況

大町自動車学校

▲写真①牛津川越水状況

※国交省・佐賀県調べ（令和元年９月３０日時点）

令和元年8月洪水

家

屋

床上浸水 1,132戸

床下浸水 1,804戸

合計 2,936戸

浸水面積 6,900ha

▲写真②小城市街地浸水状況

排水ポンプ増強

写真②→

写真③→

河道掘削

河道掘削

河川激甚災害対策特別緊急事業（国）

事業費：4,667百万円

六 角 川

位置図

ポンプ増強

３号２号１号

高橋排水機場

施工前

撮影：R1.7月 初期湛
水池

Ａ＝８
ｈａ

貯水面積
Ａ＝約９０ｈａ

遊水地

河道掘削

■令和６年度実施内容

遊水地整備 一式 等

ろ っ か く が わ

うしづがわ

お ぎ し

（激甚災害対策特別緊急事業）

※事業費：当該年度の事業費
を記載しています。



城原川ダム建設事業【直轄】 河川－６

■令和６年度実施内容
本体関連の調査・設計、用地補償 等

■事業概要
○場 所 佐賀県神埼市（筑後川水系城原川）

○目 的 洪水調節

○諸 元 堤高：約60m 総貯水容量：約3,550千m3

○経 緯 昭和54年度 実施計画調査着手
平成30年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、城原川ダム下流域の治水
安全度の向上を図る。

◆洪水被害軽減を図る洪水調節専用のダム

位置図

かんざきし ちくごがわ じょうばるがわ

継続

城原川ダム

福 岡 県

佐 賀 県

有

明

嘉瀬川

筑後川

城原川

城原川ダム完成イメージ

洪水調節
容 量

サーチャージ水位

3,500千m3

最低水位
堆砂容量 50千m3

総貯水容量
3,550千m3

有効貯水容量
3,500千m3

ダム高
約60m

貯水池容量配分

事業費：1,084百万円

じ ょ う ば る が わ

※事業費：当該年度の事業費
を記載しています。



本明川ダム建設事業【直轄】 河川－７

■事業概要
○場 所 長崎県諫早市（本明川水系本明川）

○目 的 洪水調節
流水の正常な機能の維持

○諸 元 堤高：約60.0ｍ 総貯水容量：約6,200千m3

○経 緯 平成2年度 実施計画調査着手
平成6年度 建設事業着手

○事業効果 ダムによる洪水調節を行い、本明川ダム下流域
の治水安全度の向上を図る。また、下流河川の
環境を維持するための水量を確保し渇水被害の
軽減を図る。

◆洪水被害と渇水被害の軽減を図るダム

本明川長 崎 県

本明川ダム

佐 賀 県

位置図

いさはや し ほんみょうがわ

継続

ほんみょうがわ

基礎地盤 EL.約96.0m

最低水位 EL.約117.0m

平常時最高貯水位 EL.約133.5m

洪水時最高水位 EL.約148.0m

堆砂容量 400,000m3

利水容量 2,000,000m3

洪水調節容量 3,800,000m3

流水の正常な機能の維持 2,000,000m3

有効貯水容量
5,800,000m3

総貯水容量
6,200,000m3

諸元

本明川ダム完成イメージ

■令和６年度実施内容
本体工事、付替道路工事 等

事業費：3,156百万円

工事用道路施工状況（R6.3撮影）付替市道施工状況（R6.3撮影）

付替市道

ほ ん み ょ う が わ

※事業費：当該年度の事業費を記載
しています。
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十八口堰
（撤去）

新堰
（統合堰）

三本松堰
（改築）

井樋山堰
（撤去）

■白川市街部の下流部に位置している固定堰群（３堰）は、洪水時の流下阻害となり、 河川整備計画規模（1/60）の洪水
（2,400m3/s）に対して流下能力が不足している。併せて平成２８年の熊本地震発生以降、上流からの土砂供給が著しいことから、
土砂堆積の抑制を図るべく固定堰群の改築を行う。

白川固定堰群改築事業【直轄】 河川－８

事業費：1,178百万円

新規

白川

熊本県
大分県

福岡県

宮崎県

鹿児島県

佐賀県

長崎県

熊本県熊本市西区
蓮台寺地先外

位置図

■令和６年度実施内容

堰改築（右岸部）等

※白川川水系における直轄河川改修事業の
令和６年度事業費 を記載しております。

完成イメージ図

し ら か わ

れ ん だ い じ

新堰
（統合堰）

（白川直轄河川改修事業）
（緊急対策特定区間）



■緑川ダムは、管理開始から53年経過しており、洪水調節容量内の堆砂が進行している状況であり、洪水調節機能に支
障を及ぼすおそれがあるため、洪水調節容量内の堆積土砂を集中的に除去するとともに、恒久対策としての揚土桟橋
等の整備を行うべく、堰堤改良事業に着手する。

緑川ダムリフレッシュ事業【直轄】 （緑川ダム堰堤改良事業） 河川－９

事業費：４０百万円

新規着手

緑川ダム

緑川ダム

掘削予定箇所

国管理区間

洪水調節容量内堆砂区間

揚土桟橋・
ストックヤードの整備

管理用道路

緑川ダム

貯水池堆砂状況

対策概要図

令和６年度実施内容

掘削実施設計 １式

恒久施設設計 １式

※事業費：当該年度の事業費を
記載しています。



■球磨川水系川辺川は、令和２年７月出水により、相良村内で床上184戸の甚大な家屋浸水被害が発生した。

■本区間は、川辺川に建設予定の流水型ダムの下流に位置しており、ダムによる流量低減と河道整備により浸水被害を
解消し、再度災害防止を図る。そのため、大規模特定河川事業により河道掘削、築堤を集中的に実施する。

川辺川大規模特定河川事業【補助】 河川－１０新規

川辺川

平面図

事 業 区 間

柳瀬橋

夫婦橋

境田橋

相良橋

相良大橋

棚葉瀬地区

永江地区 松馬場地区

境田地区

：Ｒ２.７出水 浸水範囲

川辺大橋

計画高水位

平水位

標準断面図事業効果

発生年月日 名称

相良村 浸水家屋数（戸）

床上 床下 合計

R2.7 豪雨 184 0 184

位置図

築堤

河道掘削

■令和6年度実施内容

河道掘削等

事業費：１００百万円

か わ べ が わ

※事業費：当該年度の事業費を記載
しています。



■白川は熊本市街部を貫流し、一度氾濫した場合には拡散型で広域にわたり甚大な被害となるため、順次下流
より段階的に河積拡大を図っている。緑の区間においては、上下流一連の高さでの堤防整備を完了させる。

熊本市街部（緑の区間）堤防整備事業【直轄】（白川直轄河川改修事業） 河川－１１

事業費：1,178百万円

※白川水系における直轄河川改修事業の
令和６年度事業費 を記載しております。

完成

白川

熊本県

大分県

福岡県

宮崎県

鹿児島県

佐賀県

長崎県

熊本市中央区大江、子飼地先
くまもとし ちゅうおうく おおえ こかい

堤防嵩上げ
（全体延長 右岸L=600m、左岸L=600m）

位置図

約2.4m

約3.2m

約1.3m嵩上げ

▼堤防嵩上げ状況（右岸側）

■令和６年度実施内容

堤防嵩上げ L=400m等

まち側川側

白川

約1.1m約1.1m

約3m

約1.0m～1.6m
（約1.3m）

【ステップ①】R4 堤防
かさ上げ整備等

【ステップ②】R5~ 管
理用通路かさ上げ・階段
・坂路整備

緑の区間横断図（イメージ）



球磨川水系（川辺川）直轄砂防事業

■球磨川水系（川辺川）直轄砂防事業（八代市泉町、球磨郡五木村、球磨郡相良村）

○川辺川流域は、急峻な地形、脆弱な地質条件を有しており、多雨地帯でもあることから、これまで頻繁に豪雨により土砂災害を引き起こして
おり、近年では平成２４年に土石流が発生し甚大な被害をもたらした。

○豪雨時に発生する山腹崩壊や土石流等の土砂流出に起因する災害から流域住民の生命や財産を守るため、砂防設備を整備し、下流河川
の河床上昇に伴う洪水被害及び人家・公共施設等に対する直接的な土砂災害を防止・軽減する。

く ま が わ か わ べ が わ

川辺川流域図

入鴨川第８砂防堰堤
横手谷砂防堰堤改築
よこてだに

いりがもがわ

初神地区砂防堰堤群
はつかみ

久連子川

小川第２砂防堰堤

小川砂防堰堤（既設）

平瀬砂防堰堤（既設）

令和６年度実施箇所

●令和６年度実施内容：砂防堰堤工 等 事業費：774百万円

山の津谷川砂防堰堤改築
やまのつだにがわ

横
手
谷

横手谷砂防堰堤改築

やつしろし いずみまち く ま ぐ ん い つ き む ら く ま ぐ ん さ が ら む ら

河川－１２継続

宮目木川第２砂防堰堤
ぐうめきがわ

小川第２砂防堰堤
おがわ

樅木川第３砂防堰堤
もみきがわ

きゅうしゅん ぜ い じ ゃ く

■代表実施箇所

：土石流警戒区域

Ｒ６実施箇所 計７箇所

入鴨川
第８砂防堰堤

樅木川第３砂防堰堤

保全対象

保全対象

※球磨川水系（川辺川）における直轄砂防事業の
令和６年度事業費を記載しています。



■阿蘇山直轄砂防事業（阿蘇市、高森町、南阿蘇村）
○事業区域（阿蘇カルデラ内）では、平成28年熊本地震とその後の豪雨により土砂災害が発生しており、事業区域の渓流及び河川には依然と

して不安定な土砂が堆積していることから、砂防堰堤等の整備を行い、集落等への直接的な被害を防止・軽減するとともに、下流河川に流
出する土砂量を低減し、土砂洪水氾濫による被害を軽減する。

阿蘇山直轄砂防事業
あ そ さ ん

あ そ し み な み あ そ む ら

●令和６年度実施内容：砂防堰堤工 等 事業費：2,079百万円

河川－１３継続

た か も り ま ち

中山川砂防堰堤
■代表実施箇所

【中央火口丘】

【白川カルデラ壁】

【黒川カルデラ壁】Ｒ６実施箇所 計８箇所

夜峰山１砂防堰堤

よみねやま

上の小屋川１砂防堰堤
かみのこやかわ

西平川１砂防堰堤
にしひらかわ

高森川１砂防堰堤

たかもりかわ

中山川砂防堰堤
なかやまかわ

湯浦川５砂防堰堤
ゆのうらかわ

凡 例

本事業における主な
施設整備予定地区

市町村界

主要河川

事業区域

事業区域の中で土石流の
発生のおそれがあるエリア

まといしかわ的石川１第２砂防堰堤
まといしかわ

夜峰山５砂防堰堤
よみねやま

阿蘇郡高森町高森

＜位置図＞

計画地点航空写真

保全対象

中山川砂防堰堤

イメージパース

【保全対象】
・人家 ４４７戸
・国道
・県道 等

※阿蘇山における直轄砂防事業の
令和６年度事業費を記載しています。

中山川砂防堰堤



■平成29年9月（台風18号）洪水では、堤防越水による外水被害が発生。

■大分県と連携し、築堤護岸を整備することで、大分県の整備と合わて浸水被害の解消が図られる。

井崎川稽古屋地区堤防整備事業【直轄】（番匠川直轄河川改修事業） 河川－１４

事業費：222百万円

※番匠川水系における直轄河川改修事業
の令和６年度事業費 を記載しています。

新規

平成29年9月洪水
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築堤護岸対策イメージ

H29.9月浸水状況

■令和6年度実施内容

用地補償 1式 等

稽古屋地区

①

①

け ご やい さ き



■令和４年９月の台風第１４号出水では、金田地区上流の下川東地区において、内水氾濫により１００戸を超える家屋
浸水が発生。

■大淀川上流部の金田地区においては、上下流に比べて河幅が狭いことから引堤を実施し、都城市街部上流で整備中の

大岩田遊水地の効果とあわせて、河川水位の低下による内水被害の軽減を図る。

金田地区引堤事業【直轄】 （大淀川直轄河川改修事業） 河川－１５

事業費：1,154百万円

新規

▼令和４年９月の台風第１４号における浸水状況

■令和6年度実施内容
用地取得 A=0.5 ha等

※大淀川水系における直轄河 川改修事業の令和６年度事業費 を記載しています。

か な だ

お お い わ だ

みやこのじ ょ う

堤防整備（引堤）



７K000

延岡市
小峰町

延岡市
天下町

浸水想定区域

■気候変動の影響による災害の激甚化・頻発化に対応するため、あらゆる関係者が協働して取り組む「流域治水」の一環として、
洪水被害のみならず南海トラフ地震による津波被害等も想定し、延岡市と連携し防災ステーションを基点とした五ヶ瀬川防災
ネットワーク（避難・復旧時のアクセス）構築を図る。

■災害時の緊急復旧活動を行う上で必要となる緊急復旧用資材の備蓄、災害対策車車庫、ヘリポート等の機能を有する防災
ステーションを整備する。

天下防災ステーション整備事業【直轄】（五ヶ瀬川直轄河川改修事業） 河川－１６

事業費：433百万円

完成

(A-A)横断図

平面図
A

A

1:1
.5

1:1.5

防災ステーション整備状況

※五ヶ瀬川水系における直轄河川改修事業の
令和６年度事業費 を記載しています。

■令和6年度実施内容

防災ステーション整備 1式 等

R5.12時点

あ も り

の べ お か し



■大淀川水系直轄砂防事業（宮崎県西諸県郡高原町、都城市）
○高崎川上流域の大幡川、矢岳川、高千穂川は火山地帯に位置し、地質的にも新しいため、ガリー侵食の発達が著しく、多量の不安定の供給源
となっている。また、平成２３年１月１９日の新燃岳の爆発的噴火に伴う降灰により、土石流の発生の危険性が高まっていることから、砂防堰堤
等を整備し、下流河川の河床上昇に伴う洪水被害及び人家、公共施設等に対する直接的な土砂災害を防止する。

大淀川水系直轄砂防事業
お お よ ど が わ

み や ざ き け ん に し も ろ か た ぐ ん た か は る ち ょ う

令和６年度
実施内容：砂防堰堤工 等

事業費：1,049百万円

河川－１７継続

み や こ の じ ょ う し

国道２２３号

新燃岳

祓川Ｓ３２砂防堰堤
はらいがわ

蒲牟田川砂防堰堤
かま む た がわ

和田ノ上５－２砂防堰堤
わ だ の うえ

古江川２砂防堰堤
ふる え がわ

矢岳第１砂防堰堤
や たけ

宮
崎
県

鹿
児
島
県

大淀川水系
直轄火山砂防事業

【位 置 図】

流域

御池川
みいけ がわ

蒲牟田川砂防堰堤
かまむたがわ

祓川Ｓ３２砂防堰堤
はらいがわ

■代表実施箇所

Ｒ６実施箇所 計７箇所
皇子川１第４砂防堰堤
おう じ がわ

望原谷１第２砂防堰堤
のぞみばるだに

※大淀川水系における直轄砂防事業の
令和６年度事業費を記載しています。

保全対象

保全対象



■当該地区は川幅が狭いことから、整備計画流量をHWL以下で安全に流下させるため、一連区間において
引堤事業に着手する。

東郷地区引堤事業【直轄】（川内川直轄河川改修事業） 河川－１８

事業費：1,737百万円

新規

※川内川水系における直轄河川改修事業の
令和６年度事業費 を記載しています。

■令和6年度実施内容
用地調査 1式 等

と う ご う

さつ ま せ んだ いし と う ご う おのぶ ち



■桜島直轄砂防事業（鹿児島市）
○桜島は、活発な噴火活動が継続しており、多量の降灰により降雨時に土石流が頻発。土石流による被害を防止するため、持木

川等において砂防堰堤等を整備。

桜島直轄砂防事業【直轄】
さ く ら じ ま

か ご し ま し

北岳

南岳

昭和火口

警戒区域（半径２ｋｍ）

令和６年度整備箇所

●令和６年度
実施内容：砂防堰堤工（補修・補強）、渓流保全工 等

はるまつがわ

持木川流域砂防施設改築
もちきがわ

有村川流域砂防施設改築
ありむらがわ

事業費：1,113百万円

河川－１９継続

Ｒ６実施箇所 計５箇所

持木川下流砂防施設群
もちきがわ

※桜島における直轄砂防事業の
令和６年度事業費を記載しています。

■代表実施箇所
源頭部

立入禁止区域

桜 島

持木川

保全対象

【保全対象】
・人家 ２５戸
・国道２２４号

渓流保全工

保全対象

桜島砂防施設改築

春松川流域砂防施設改築
はるまつがわ

砂防堰堤工（補修）

砂防堰堤 補修イメージ

対策前 対策後
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